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こ
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１８７．１８８．２０２

２０３．６８５

１５８．１７６．９１７

１３８．９２２

１８８．２０２．２７２

６８６．６９５

１３８．６７８．９１７

９４０

１５７．１７５．１７８

６７８

３０５

１３７．６８０．９１６

９３４．９４０．“７

１３１．６７７．７８０

９２１．９３４

１５７．１７１．１７８

１８１

１３７．６８０．916

124

1001

1001

678

489．1002

194

252

678

955

355

川崎成甫

川田為蕗

川田資始

川田資敬

川田資哲

川田資文

川田雄琴

930

1002

679

178.679

679

948

144．１７９

６７９．９５６

９５５

２０５．２０７

児玉邸山１７８．６８４．９１９．

１００３

小西定吉９５１

小早川隆景104～

小林弥平治９５０．９５１

米屋喜平１８８

小森誠一100uｌ

小山雲岡Ｉ９２０

さ

西園寺公高９２

坂内親賢９５５

桜田源雪９２Ｏ

佐々木喜楽ｌ８０

佐々四郎兵衛９１５

佐藤一斎６８６

佐野玄庵(ﾀ水）９４３

し

清水季絡６７３

下井小太郎246.721.765

機禅〔麺）６９１．９１７．１００４

上堂彦六郎１８０

白石林七２４６

春巌祖束７７４．７９２

す

翠厳９１８

陶不間【治郎（秒２７８

杉江市郎安正６８０

杉江安忠９２０

宿茂移暁(徳DB）９２３．９４２

鈴木高学７０３

鈴木重遠餌７

巣内式部噛讐）197.688.987

須之内実三郎640.1005

せ

情家貞利９５３

そ

曽根愛山１００５

曾根宣高９８

染木清鍵１００５

た

高井尾蔵６９０

高田繁２４６

高田忠次郎６９０

高月三五右衛門１９５

高橋多餌子９３７

高山長幸９２０．１００５

高山蜂三郎９４８

剛久治郎２４８人

田口則良８５ 名
武井一行９４２

索
竹 内 重 利 １ ０ ０ ５

竹内松月９３５引

武田敬孝198.199.206.

２０７．６８９．６９５。

９２０

武田千穎９３７

武田成章(受三毎)236.689.955

武田豊城207.224

武智吉太夫９５３

多田儀八郎６７８

多田順三郎765..1005

橘遠保８４

伊連秀宗２１３

田処神左衛門７９６

棚橋亮輔６８４

梱橋茶斎９１９

田中林斎１１０．６０８

玉井勝流９２３

玉井俊次郎６８６

反田八郎兵衛337.1006

ち

近田永濠160.681.936

近田冬載６８１．９３７

近田八束681.986.1006

力石吉殖６９０

力石高山９１６

カ石雄一郎１００６

力石吉正９４６．９４８

畏宗我部元親９３～

加藤泰貧

加藤泰侯

1003

人名索弓

608

加藤泰温

あ

完治６９０

千代吉２４８

伊兵衛９３３

正親９９５

西１３３．７９０

人

瑠青 野

索浅田

訓署要
安

加藤泰風

加藤泰癖

加藤泰官

加藤泰令

加藤泰堅

加藤泰願

加藤泰都

加藤泰茂

加藤泰済

お

大井上輝前９９７

大岡寛６９０

大谷又平６９０．９９９

大塚菊五郎６９０

大塚敬(麹６９０．９２０．９９８

大月満前９９８

大月履斎９９８

大西正雄９３２

大野直之９３～100.792

大野了佐６７３

大橋有２４５

大橋采女２０７

大橋酌庵６８６

大橋文養斎嘆励924.928.998

岡如流斎９５４

岡本国遊９３１

岡本国良９３１

岡本囲良９９９

岡本隆国931.999

岡本秀国９３２

岡文四郎９９９

小川党６７３

奥野源左衛門190～

荻野信武９５４

小倉通勝９９７

尾崎藤四郎７９６

小野十得斎９４７

678.

1010

菅
菅

以心斎

卓馬
い

き

菊沢与八武師１７９．１８０

北山頼誼６９０

橘仙９１７

城戸正蝶１００２

城戸通徳７６５．１００３

城戸藤左衛門１９５

木野戸勝隆２２７．６９６･

木村常辰９２２

木村常房９２２

Ｉ

稽
月

加藤泰恒

と

藤堂高．虎106～110

７５５

藤堂高吉１１０

こ

河内可唾９３５

上月博市６７３

香渡晋１９８．２０２‘

２２９．２７３

河野喜太郎636.1003

河野駒治郎２４７

河 野 善 太 郎２４８

河野忠太郎２４７

河野通直９２～・

河野通広７８５

神山貞幸．949
神山筋鯉３０７

神山政孝９１９

神山充美９５６

児玉氏精690.1004

児玉清妃206.208

＜

久保京肋１９５

窪田省吾１９７．２０９

寵田哲二郎１００３

口分田盛美２７３

久保田安右衛門８０３

加 藤 泰 祉

か

快 慶 １ ０ ８

鍛冶谷伊豆守９７．９８

加世季弘673.999

加藤玄蕃２０５．２０６．２２０

加蕗貞泰１１７．１１８．１１９

６７１．７５８．７７９

７８１．７８７

加藤主馬954.100Ｏ

加藤直泰129.677.775

７９５．９３４

加 藤 文 風 ９ ２ l

加藤光泰116.671

加藤蕊秋187.192.217

２１９．２７２．６８６

加藤泰広

け

岳９１８

庵９１８

加 藤 泰 賢

219

加 藤 泰 通

加藤泰術

つ

佃助九郎６７７

津々喜谷高行９０

津々喜谷延行９０

津々喜谷行胤８８．９０．７７４

て

寺西作左衛門２０５

加 藤 泰 統

加 藤 泰 行

加藤泰装

鎚田五根忠寿

嫌田正澄

嫌田政信

亀 岡 哲 夫

、岡兵蔵

河 内 寅 次 郎

河 口 良 庵

川上政親

川吾宇吉

加 藤 泰 幹

一
○
五
○
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１
常磐井厳父６６６．６８７．９３７

常磐井精父６９５

常磐井守函157.178.680

人９３５

名常碧井守敬９３５

索謡：宍駕師
引徳田安之肋１９７

戸田一心斎９４８．９５２

戸田勝陸１０５．２１２

戸田勘助１００７

戸田平八郎６９０

戸田孫助６７７

戸田養信９１８．１００７

窟永英太郎４９３

富永彦三郎180.1007

友松弘蔵２０５

友 松宗英９２１

外山繁太郎１７８

壁田太郎１００７

な

中江藤樹124.671.918

中江吉長６７１

長尾文四郎１８４

中川嫌叔６７３

中 川貞良６７２

永田権右衛門２０５

中野和高９２５

中野翠園９２４

中野忠晴１００８

中野雅夫１００８

中村担蔵208.690.1008

中村叔虹６７３

中村俊治197.198

中村正孝９４９

中 村正典９４９

１

松田角太郎２４５

松田月洲９２５

松野退庵１８１

松原綱倫７２２

万沢珍平９１９

も

森井喜八郎６９o

森井千代丸690.1012

森永覚太郎１０１２

森永冨茂２４４．１０１２

や

安川右仲１７８．６７２

矢野喜惣治９５３

矢野熊．男４０５

矢野呉雪９４４

矢野辰巳９５３．

矢野琢心斎９４９

矢野玄道２２５Ｑ６８７．９１９・

９３７

山本節庵６８５．９１９

山下正功９４６

山下正路９４６

山田東海181.684

山田久章１７８

山中稜威道別258.924.1013

山本尚徳197.220.222.

２４５．２７３

泰実美疑１０１２

ゆ

由井浮舟９似

よ

Ｉま

芳我轍蔵６８４．９１９．９４８

服部尚４０５

服部正忠９２４

浜田文勢斎９２４

盤珪７８．６７６．６９１‘

７７５．７８３．９１７

ひ

桧田－６４０．１００８

人見極馬(毎飽倹動197.687

兵頭正髄１００９

兵頭守敬(倉醗）680.759

兵頭守凹（・）６８０

平田節胤２２６

平田鎮胤681.1009

平 塚 錘 4 9 3 . 1 0 0 9

弘岡遊明１００９

ふ

福井茂平２４５

福良通豊８５

藤枝孫助(13谷》６９２．９１８

藤枝富貴醜⑧９５２

藤枝紋左衛門９５４

藤田伊三郎９３３

藤森弘庵197.686

麓屋有儀９３６

人
名
索
引

Ｊ，

別 峯 １ ３ ３

別宮猶重６７８

横田伝松７６５．１０１３

吉川栄春９２４

吉田国則９３２

吉田新兵衛２０５

吉元賊一郎６４０．１０１３

吉元平太１７８

わ

若宮勝閏９２５．９３０

若宮哨徳９２３

若宮養徳９２３．９２８

脇坂安治１１１

脇坂安元１１２

渡辺勘兵衛１０９

渡辺唯－１０１３

渡 辺 弥 兵 衛 ９５４

綿屋長兵衛２５１

み

水沼成渓９１８

三瀬幸三郎１０１１

三瀬高子２３５

三瀬藤蔵２１９

三瀬半兵衛２３５

三瀬孫四郎１８２

三瀬賭測２３３

蓑島正直９５１

蓑島宜睦９５１

蓑島札政９５１

宮脇通赫695.1011

宮田蹄融９２５

三輪執斎１４４

む

向 居 源 兵 衛 ９ ６

向井唖行定７９９

村上荘三640.1011

ほ

917

1010

《

681

１

《

に

仁井三魚６頭、６９０．９１７

西谷正道１８０

西谷正．敏９４７

一二宮敬作２３４

○
五 ぬ

沼田恒夫２４４．２９６．１００８

の

野田広足６８１．９３５

野々村玄透１４５

ｑ
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。
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一
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二政尾藤吉

増田藤太郎

桝田与三郎

松井国五郎

松岡高堅贈呈》

松平定僧

細井 草山 ９１ ６

細井弥－４０５

細川－１０１０

程野宗兵衛２４７

程『野茂三郎２０４．２４８．６３６．

１０１０

堀沢周安250.938.1010
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あ

豊秋の彼岸857
具秋祭り857
引字の変更２９５

あしあらい８２１

足入れ８６４

網代騒動１２３

預け籾１７０

阿蔵古墳８２

遊ばせ歌８９７

宛行〔充行）１３２．１６１

充行表１４０

油絞り１７３

雨乞歌８９２

雨乞踊り８９９

あやふり８８１

新彼岸８６６

新盆８６６

有儀集２３３、

粟津小学校７１８

粟津中学校７２１

安西寺７８９

安養寺７９０

安政の大地震１８８

い

いい８４３『

筏流し６５２

筏流し歌８９０

池田高祐時代１０６

池の甥家１３１

異国船手当１９７

石工歌８９０

石鎚識８６９

石割歌８９０

衣食住制限規定１６５

伊豆梱現社751.755

いずもやしき８３７

－の瀬の石神槻

一（伝） ８７８

:いちまき姥ん・・
三 じ） ８１８

稲荷神社７６９

亥の子８５８．８８６

異聞雑録６８９

いもたき８５７．９８８

伊予温故録７５７

股
項
目
索
引

伊予銀行大洲支

店 ６ ４ ４

伊予銀行中村支

店 ６ ４ ４

伊予頗６８８．“ｌ

伊予製遡組合６３７

入合地８２１

医療対策３６５

祝いごとの歌８９２

う

親飼い９８７

うかれぶし（もよ

んがり・な侭わぷし）８２３．８５９

浮亀梱２５８

牛追い歌８８８

氏神８１９

臼ひき歌８８９

内子鰻行６３７

内山筋１４１

宇都宮時代８７．７５５

宇都宮神社(五郎〉７４８．７５５．７６７

宇都宮神社鍾山）752.755.769.

８４４

宇都宮文書７５８

宇津明神社751.755

うぶ毛おろし８６２

産土神８２０

梅川の由来《園８７３

字和島御妃鰯８０３

宇和島街道６４８

運 輪 ６ ４ ７

え

永徳寺７９０

円満寺７８７

駅窓雑録６８９

江戸大地震１８９

江戸御留守居役

用日妃１７３

愛媛観世会大洲

市喜多郡連合

会 ９ ５ ９

愛媛県教育会喜・

多部会７２９

愛媛県教育研究

協蟻会大洲支

部 ７ ３ １

愛姪県区画表２７８

愛擾県蚕業拭験、

甥 ２ ４ ８

542

959

742

300

960

712

147

248.637．６３９

大洲市奨学資金

貸与条例７２８

大洲市植生図６１

大洲市農業協同

組合５４２

大洲市文芸盤会９５９

大洲市立図愈館７４２

大洲市歴代三役３００

大洲児皿合唱団９６０

大洲小学校７１２

大洲商家由来記１４７

大洲商業銀行248.637

大洲商工会蟻所６１９

大洲城下武家屋

敷図１６６

大洲城下町６０８

大洲城修補一覧

褒１２０

大洲城の人柱(園８７１

大洲城山郷土館７４４

大洲神社７５６．７６１

大洲菅根集砥蜘９３７

大洲青年会蟻所９６０

大洲騒動２２０

大洲騒動見聞録２２１

大洲タバコ耕作

組合連合会５１１

大洲懲役場４０４

大洲手鑑１６９

大洲刀剣会９６０

大洲ドレスメー

カー女学院７２７

大洲・新谷藩領

内人口１６３

大洲俳句会９５９

大洲俳人蜂向鋤９４４

大洲八幡宮由来

妃７５７

大洲半紙２５３

大洲藩臣人数１４２

大洲藩内の著作

刊行物１７９

大洲藩役務組織１４２

大洲東中学校７２１

大洲美術会９６０

大洲秘録９ ０

大洲平野土地改

良車業５６６

大洲方言９０４

大洲盆地１０

蛙が峠（国８７５

鐙草６７３

かがりび８４０

掛り物小物成１６４

香川相互銀行大

洲支店６４５

河岸段丘９

書初め８４９

囲籾１７０

学校設立伺書７００

学室佑学堂〕６８０

学印奨励の被仰

出番６９６

学制６９６

神・楽８９９

隔離病舎３６４

加工業表５０O

かささぎ会９５９

火事と刑罰３８２

春日社７５２

風３７．４５

数え歌８８６

かため８６４

合併鵠磯谷２８９

合併町村現況表２９２

家庭児駈相駿室３３２

家庭奉仕員３４２

加藤家系図130.137.156

加藤時代７７５

加藤氏入城１１６

加藤氏来由１１６

画道９２１

鹿野川ダム２０

上須戒小学校７１８

上須戒中学校７１９

上須戒天満神社754.772

紙すき歌８９１

借上米１３６

臥竜（園８７２

が 類 ５ ３

川霧短歌会９３８．９５９

川下り９８７

川Ｍ職捷１６９

河舟数６５０

川まつり８５４

がん３５８

韓醜公集181.682

稗艶公伝集１８１

寒行850,

寒稽古８５０

防

大洲町十人与６０９．８１４

大洲繭売買所２４８

大洲南中学校７１８

大洲幼稚園７２４

大洲ライオンズ

クラブ９６０

大洲領の村々２７２

大洲和歌集１８０．６８０

大竹神社７５１．７６８

大津城１１３

大 津 城 の 戦 ９ ５

大津縛町中之絵

図１１４

大津藩の成立１１１

大成小学校７１５

大成中学校７２０

大晦日８５９

大本教８０８

大元神社(平地）７５４

大元神社(上飼麹754.779

お抱絵師とその

門弟９２２

お抱瓦師９３０

お抱刀工９３１

翁問答６７３

奥福騒動(詞R厘動196

御蔵相場表１９０．１９４

おともり８釦

お接待８５２

小田筋１４１

おとこし８２５

踊り庭のぬれ女

（園８７６

おなどし８２５

鬼遊び８８４

帯とり８６１

御鯛ロ連記７７８

溺れ谷１８

おぼんまんま

く盆g、８２４．８５６

おもや８１８．８３７

苧綿櫓２４２．２４３

温故集145.680
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愛授県指定文化９６１

財

愛媛県の沿革２７６

愛媛県立大洲高

等学校７２１

愛嬢県立大洲高

等女学校７２２

愛擾県立大洲農

業高等学校７２３

愛媛相互韻行大

洲支店６４５

愛鰻帝京短期大

学７２３

愛擾帝京幼稚園７２５

愛娘鉄道２５８

愛媛労働金庫大

洲出張所６４５

お

御預所１３６

お伊勢瞬８６８

大鬼とかずら(国８７８

大洲茜会９５９

大洲市８８５７

大洲伊予節９１７

大洲街道６４８

大洲学園３３３

大洲紙騒動１８２

大洲北中学校７１９

大洲旧妃１８０

大洲吟詠会９６０

大洲眼行６３５．６３６．６３８

大洲警察署の変

遷４００

大洲考古学会９６０

大洲好人録１８０．８１４

大洲高等経理学

校７２７

大洲幸楽園３２７

大洲五郎焼９２８

大洲三鬼946.947.949

大洲三筆９１６

大洲市音楽協会９５９

大洲市観光絵図９９１

大洲市教育委風

会７２８

大洲市行政機櫛３０３

大洲市指定文化

財９６２
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か
恋
郷
函
認
唾

等
業
策
類
／
他

開
開
海
貝
替

○
五
四

1４５．６８０．９２６

業医

田車



般
項
目
索
引

寒の餅つき

観光行事

観光施投

函観光推進機関．
項 団体

具寛延内ﾉ子騒動
引寛政異学の禁

寛政の大火

勧農銀制度

卸
蝦
”

享保大飢餓

行政区画の変遷

巨石遺跡

漁獲高

漁業

漁業権

魚類

清谷寺旦那譲状

濫

霧発生日数

杷 柳細工

木を愛する会

琴栄会

錦 綱 舎

１４５

２７８

７６

６３２

６３１

６３２

５３

８８．７７４

４０

４２

６２７

９６０

９５９

６８９．690.691.

695

932

392

730

205

262

5３７．５３８．６３４

７８２

１６１

災害救助

災害年表

け

１７１

７９２

３９１

３６１

２０１

１３５

７８８

６８８

２１２．８１３．８１６

交 通

交通安全施設

交通災害共済制

度

交通事故

交通駆故発生状

況

交通避

里典翼・神典翼

強盗 飽

後背湿地

購買咽協）

公民館

高欄櫓

肥えくみ歌

古学堂

３４６

１３４．１４７．１４９．

１５０．１５９．１７１

７８８

７０．７９８

７９７

７９１

７８７．.‘・

8９．９０

８７１

３２３．３２４．３２５

寺院一覧表７７６

潮垢離祭７６４

塩屋町１１０

鹿踊り８９８

地方袷与１３２

地方勤１４０

市謹会３００

市謹会窪員名簿３０２

市議会歴代議長

・副塞長３０１

しきだい８４０

四国頭取９５７

しごと薪(山いき）８２７

自作農創設４８１

獅子卿８９８

四十九８６６

市制実施２８６

私設消防隊３９９

止善智院明倫堂１４４．６７８

自然堤防１８

七五三８５８．８６３

実業補習学校７２５

漆芸９３０

実行教８０９

指定文化財一覧９６１

児童館３３１

児童の集団疎開７１０

児童扶萎手当３４９

自動車保有台数

の推移６６０

市内運行パス６５９

し尿処理３６２

じば茜(曽嘩）８２７

港 草 ４ ０ ３

死亡者数３５９

霜４３

社会福祉協蟻会４０

社寺宝物９７０

社日８５３

若年労働力の動

態５７８

砂石工場６３０

砂利と砕石６２９

就業者数c度案分国

”５７８

銃後の生活２６０．２６１

柔術(承按》９５１

酒造鑑札(天保時代）１７４

習知堂178.683

十二社権現社774.776

五郎天満宮

呉良亭記

金 光 教

こ ん 虫

即
瞬

西光寺７８８

西禅寺７０．７９８

西念寺７９７

西福寺７９１

西方寺７８７

西禅寺文書８９．９０

さいさぎ(園８７１

財政状況哩鋤323.324

財政再建計画３２１

在町２６９．２７１

酒屋の米とぎ歌８９１

さかしま竹（園８７９

酒造り歌８９１

作目繕成の動向５０３

笹ケ峠の戦９６

佐須良馬草６８８

座禅石７８

貞泰の領政と家

臣団１１８

雑歌８９２

札ｊ通１４６

さつま汁８３２

さるこ８２８

算額６７８

産業組合５１９．５２１

"産業組合時代の

生産指導５３６

参詣歌８９２

蚕糸業功労者顕

彰碑２５０

審種製造業者２４９

蚕養神(虫侯麹２４７

産物方１９３

三波川帯２４．２６

山 地 の 生 活 ２ ３

山 腹 緩 斜 面 １ ３

山林所有形態５９８

山 麓 地 １ ３

・し

し．いたけ６０５

獅
蝿
諏
馳

犯
油
油
”
麺

漢雲寺山角切除

漢寿寺

警防団

下水道

ケヘノレ隊

検見 取

見性庵

研田筆耕

検地制度

検地と石高

現在の寺院

現代の神社

剣術

献芹潜躍

992

151

679.682

159.381

189

麹
睡

ｰ

さ

黒色片岩帯

国鉄各駅乗車人

数

国道・県道路線

国民学校令

国民健康保険

国民年金

国民服

小御所会蟻

小作料と小作償

行

小正月

古 城 赴

古城跡図

牛頭天王社

古代遺跡分布図

子 供 組

子供の遊び

子守歌

粉ひき歌

五人組

ご法度

403

661

227

401

18

539

732

242.244

8８９

６８１．６８７．６９１．

６９５

２６講８２２．８６８

広域営農団地豊

道整備事業５９６

広域消防３９８

とうろく８４４

憾慨歌集６８９

興覚寺７７６．７９８

光照寺７８８

興禅寺７８６

光福寺７９７

光明寺７８８

光明照院７８６

護国寺７９９

甲殻類５７

工業６２２

工業団地６２８

鉱業６２９

孝装録１４４

工芸遺産９７５

考古資料９６４

工場誘致６２８

降水、量３７．３９

洪積層２９

郷政組織１４０

鉱山６２９

鉱泉３０．６３０

構造改善事業計

画実施５６０

耕地整理４８９

耕地面菰の推移４７９

郷中四筋四代官１６３

郷筒２００

き

木馬８２１

気温３８

祇園神社鰹図社．

昼 i睡榊社）７６２

機械揚水４７８

帰 化植物６７

祈願ごとの歌８９２

気候３７

木こり歌８９１

寄生虫３５７

喜多銀行６３７

喜多郡の成立８３

喜多郡教員組合７２９

喜多小学校７１３・

喜多山小学校７１７

喜多山三島神社

（三同社》７５２．７５５．７７O

喜多幼稚圏７２４

北只粟島神社７５５．７６７

橘家神道６７９

喜恩会９５９

客馬車６５７

弓 術９４９

給人所法度１１２

旧正月ころの歌８８６

旧町村の財政３０８．３１３

宮廷守衛２０２

求道軒178.678.682。

６８４

丘陸地１６

丘陵地の開発２３

－教育二関スル勅

○鱈７０６

塁共済車業54．
共同募金３４２

共立学舎６９６
凶作救済１９０

郷土芸能８９８

教派神道８０７

唖
函
池
姉
細
廼
麺

金属工芸

近代消防

勤務評定問題

禁門の変

勤 労 報 国 隊

金融

金 竜 寺

銀札と切手

くい打ち歌８９０

草分け８１３

国指定文化財９６１

句 碑 ９ ４ ５

久保小学校７１８

熊野神社(麓野檀曳

社） ７５３．７５５．７７０

組入り８２１

組 頭 ８ １ ４

久米小学校７１３

久米神社７５５

久米.幼稚園７２４

蔵米給与１３２

蔵川小学校７１５

蔵川騒動１５５．８１３

蔵川中学校７２０

黒住教８０８

黒羽所主１５７

桑つみ歌８９２

鏑初め８４９

郡区町村綴成法２７８

郡中郷足軽２０１

軍備頼母子１９３

軍役夫２００

く

木 び き 歌

古墳

ごみ処理

米生産の推移

米 つ き 歌

御 用 銀

御用米

五稜郭

コレラ流行
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十人組８１３

十人組法度１２６

宗門改帆７７５

霞宗門御条目拍775.801
項築落の形成２６７
目出産９１５
薪出土品７１

巡郷表鰯”１７０

巡見使通過村の

村 勢１６３

小学教則６９８

小学校一覧表

鰯油 8 ㈲ ７ ０ １

小学校令祁5.706
商業６０８

商業関係団体６１９
商業龍同組合６２０

商業振興団体６２０

商業の発達と消
長６１２

商圏６１７
商札条目１６９

商店従業員６１７
商店数６１６
商店の盛衰６１４

捷経医茎６７３

松根油と薪炭な

どの供出６０２

消防３８０
消防組３８３
消防殉職者３９８
消防本部組織３９５
照明８４０
庄屋２１４

庄屋体制１１３．１１８
城下町１１３．１１５
乗車賃金６５８
懐斥香６８５
醸造 ６２６

定免制１３５．１７６
縄文式時代７２

職札と荊銀改訂１９４
－鯖色直段定１脚
Ｏ 植

恥会瞳謬,碑:詮
しょたいば834.839
審道９１ ５

書にすぐれた僧９１７

書名のある学者

・門人等９１８
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知
砲
郵
醗
哩
翠
師
噸
唖
即
恋
顧
函
翻
油
油
油
布
恋
獅
祇
油
弛
即
叩
す
皿
蝿
麺
血
弱

睡
時
岸
》
畔
歴
坤
陪
岨
帽
》
田
一
蹄
榊
｛
》
』
悟
帽
侭
》
》
》
》
砕
雷
唾
》
》
》
砕
需
｛
》
》
》
一
一
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
》
鈴
州
》
』

郵
釦
、
闘
栂
型
創
８
６

水道

水稲生産量

水難事故

水辺・水生植物

水利慣行

菅根会

少 彦名神社

少彦名神社扇額

銘文

菅田宇都宮神社

妬
飛
郵
髄
切
”
芯

切峯面

先賢の遺跡

先賢の筆跡

先行谷

善行者表彰

戦国時代の大津

戦時下の木材流

通

千枚岩地域帯

８
吋
”
７
幽
蛇

大安寺

大 円 寺

大恩寺

大・禅寺

大法寺

高懸

高松城在番

高森城奪還

高山の石仏

竹之窪井関問題

伊達歴代藩主

田 植 歌

田すき歌

田の草とり歌

田休み

田処小学校

田処柳沢騒動

田処幼稚園

田渡筋

田口天満神社

康mhE天神出

七 夕

頼母子

た の め

たばこ

玉川

溜池

太 郎 宮

ダルトンプラン

端午の節句

庭 生 日

だんなし

長州往来

長宗我部氏の侵

攻

徴税制度と貯蓄

組合

町 家

町人の役割

ちよう類

鳥類

直棒・繰棒

貯蓄実績額

４８

獅
趣
皿
恋
獅
幽
哩
兜
”
函
麺
職
蝿
班
函
祁
皿
趣
皿

麺
兜

た

滞京召命内勅１９８

太平洋戦争戦没

者名簿４０６

台地１７

台地 の 生 活 ２２

台所櫓２４２．２４４

第一次農業構造

改善事業５５５

第二次農業構造

改善事業５９２

大有璽神社(二宮出753.769

大海集９３９

大学啓箪６７２

大工歌８９１

大蛇の怪“８７４

大小区行政区画

麦・２７７

大小区制２７４

大典妃念喜多郡

学資貸与規程７２８

大砲鋳造２０４

601

て

で８１８

帝京第五高等学

校７２３

低山植物５９

程朱学(宋子学）680.682

低 地 １ ７

低地の生活２１

出替わり８４５

でこまわし８５０

鉄道６５８

鉄砲蛾冶９３３

出夫にぅろく》８４２

手まり歌８８３

寺子制晦之式目６９３

寺子屋一覧６９３

テレピ６６８

天侯３８．３９

天然記念物９７６

天保の大水１７１

天理教８０７

天領間題１３６

転廃寺７７９

伝脱８７１

伝染病患者数354.355

駐報電諾６６６

電騒加入者数６６７

ち

ちからいし８２３

知行地１３２

稚魚放流６３２

畜産５１２．５Ｍ

地形分類図１５

治山・治水３７６

地すべり３１

地づき歌８９３

地方改善事業３４７

地名のおこり８１４

地雷火術９５５

秩父帯24.27

茶買込座１９３

中央構造線２４

沖積層３０

長・興寺７９６

菅田小学校

菅田中学校

すじ(いち雄･そん）

筋の村々

すずむし会

すみ酒

すみひき歌

相摸

相撲ねり(甚句）

寸志鰻

８９

７５１．７５ｆ

768

714

720

818

164

959

863

891

957

824

1３５．１９２

548 ・７５６．

そ

宗安寺７９ ６

惣持寺７９５

桑田寺７９１

桑園反別５１５

葬儀８６５

縫合開発計画５７７

総合農地開発悪

業５８８

惣社大明神社７５３．７６９

槍術９４６

造林６０３

底なし田出土

，品７ ５

外歌８８８

そん(L･ちまき･すじ）８１８

村法(定白の大室》１７７

7０１

７０５．７０６．７０７ つ

塚穴古ｊ賞８１

突合橋６５３

月 見 ８ ５ ６

津々喜谷家系８９

都築文密９０

常森の遺跡７２

つのかくし８３１

蝉工９３２

554

７４８．７５５．767

855

863

863

511

928

478

747．755.756

709

853

863

825

せ

生活保瞳３２６．３２７

生活保瞳状況３２７

製材６２７

製紙案２５３．６２３

製糸案244.623

製糸工場624.625

製糸工場生産高２４９

栖岸院７９１

情源寺７８５

栖源寺７９３

情池寺７９９

善安寺７９４

泉徳寺７９２

成人病３５７

生長の家８０９

西南騒擾223.225

青年学校７２６

青年訓練所７２６

青年団７３６

静余小録６８９

関所６４８

積塵邦膳180.251

世帯数．人口推

移３７２

節季６１４

節分８５０

せつせつせ８８５



農地面積“動５７９

農兵制度１９９

農民騒動１ ８２

農民問題("時代〉１５１

農用地４７７

農用地造成５８３

農林産物地区別

生産額５０５

農林握興委員会５８０

農林生産の動向５０５

延尾城の戦１０O

のれんわけ８４６

藩主と右笠９１５

藩主の画道９２１

藩政期の甘藷栽

培１７３

藩政時代の寺院７７４

藩政時代の神社７５４

藩政の時分学校

法則大概６８３

磐珪禅師語録６９１

番 所 ６ ４ ８

販売(皿､､良集金・

良画５３８．５３９

氾濫性低地１８

ひ

ピアノ同好会９６０

ＰＴＡ７４０

ひきあい８２０

引上・米１３６

比 志 城 の 戦 ８ ５

比地神社(比地趨風

壮）７４８．７５５

肱 川 １ ８

肱川架橋２５７

肱川水系河川縦

断面図１９

肱川総合開発３両

肱川大水害２５４

肱川の舟運６５０

肱川の流路変遷２９

ひとくいどき８３３

ひなおくり〔ひな

あらし）８５２

百姓心得１３２

百万週８６７

ひようにん８４７

平野小学校７１４

平野中学校７１９

平野幼稚園７２４

ふ

ＶＹＳ３４４

ぷえん８３３

武芸９４５

武家屋敷８３９

府県施設順序６９６

藤陰コーラス９６０

藤縄検地頓２６８

藤蝿士族会８１９

藤縄三島神社

陰且泌７５３．７５５

藤のはなぷさ

瞳 鋤 ９ ３ ６

藤原時代７５５

夫食元立千人識１９５

扶氏診断法６８５

蝿人会７３３

武成隊２１７

仏陀懸寺７９１

仏瓢睦亭･陸要｡法“８６６

物産移動手続１６８

筆塚９１８

不動穀奪取８４

船手組の創設１１９

フランス船長浜

停泊２０２

プルーワンダー

ス９６０

文化団体一覧表９５９

文芸９３４

文庫６８０

文政法令１６２

5７９

１９９

１８２

１５１．１８２．１９６

なんぞごと(もん”８２７

に

新谷大洲用排水

幹線４９４

新谷銀行６３７

新谷陣屋１２９

新谷の怪樹“８７３

新谷小学校７１６

新谷中学校７２０

新谷町家町割図２７１

新谷藩家臣団１４３

･新谷藩家中屋敷

図 ２ １ ０

新谷藩郷組２０１

新谷藩分知問題１２７

新谷藩領１３０

新谷藩役務組織１４３

新谷領村々２７３

西宮警守２０６

二次構事業一覧

表５９４

日光山誰当計縁

起８７

日照時間４５

日清日麓戦争従

軍戦死殊勲者４０６

日本アライァン

ス教団大洲協

同基督教会８０６

日本基督教団大

洲教会８０４

日本聖公会神戸

教区大洲亜公

会８０５

日本赤十字奉仕

団 ３ ４ ５

如法寺７８３

庭歌８８９

にわか８９８

忍術９５３

妊蝿の食謎生と

心がけ８６１

年季

年中行事歌

粘板岩地帯

念仏鯛

念仏往生

の

農家戸数４９８

農家戸数・人口５７９

農家人口推移４９８．５６５

農家数哩堂1,檀別）５６５

農家数画雄.麺別）

の推移５０１

農家数睡堂堕睡q）

の推移４９９

農協擬栂５４３

農協常務理事５４３

農協の合併副２

農協の磯能５４５

農協の牛志指導５３７

農業委員会４８７

農業会５２６

段業会(各地函５２７

農業会時代の生

産指導５３６

農業開発事業５７７

農業改良普及事

業５０３

農業共済５０６

農業健同組合５２９

農業協同組合の

概要《合併卸５３１

農業協同組合の

変遷５１９

農業就業人口４９８

農業就業人口の

動向皿廊30年代）５７８

農業生産５５７

座業施策５４８

農業倉庫５４０、

農業緯生産母５６５

農業の近代化５４８

農業労働５５８

農産物平均価格５６２

農事改良５０１

農q帥集電鱈６６７

農地改革４８４

農地転用４８０

農地分布図４８１

農地法４８７

”
砿
調
蝿
皿

ｉま

俳階９３９

俳譜「伊予大洲

社（肱川社)」９４１

俳額９４ １

敗戦と神社７５７

拝竜権現と人身

御供《伝）８７７

はきもの８２８

橋６５６

はしぞろえ(百日の

筏食いぞ鋤 ８６２

馬術９５０

檀と木蝋２５１

はぜとり歌８９０

はたおり歌８９１

畑地かんがい４７９

八十八夜８５３

八・一八クーデ

タ ー ２０２

八幡神社田町７５４

八幅神社師ｍｐ７５８

八幡由来記６８８

は虫類５１

初商い８４９

初筋句８６２

花瀬山城の戦９３．９８

花まつり館仏公０８５２

羽子つき.歌８９０

浜手筋１４１

針供義８５１

針吹き女画８７７

春の彼岸８５２

剛若８２６

藩校の創立１４４．６７８

藩札の発行１４６．１４８

藩収納石高１３９

ぬ

沼田市長時代２9６

ね

根 来 城 の 戦 ８ ８

眠 ら せ 歌 ８ ９ ４
。‘ら

と

燈火８４０

－燈

豊働鱒：巽
目初ケ森落城９５

薪刀剣92’
藤堂高虎時代１０６

動物４７

束邦相互銀行大

洲支店６４５

道路と橋梁３７３

通路の発達６５４

洞雲寺７９４

束禅寺７８７

束門寺７９７

徳正寺７８７

土方歌８９O

常磐町町割図２６９

徳森金刀比羅神

社７４９．７５５．７６７

徳森太郎大明神

社７６７

年祝い８６５

年とり８４９

土州往来２０６

土蔵造り８３９

戸田腸隆時代１０５

土壌 分 類 表 ３ ２

土地改良488.550

土地割替制度２１３
土木３７３

隣組２６１

富士山農地開発

瓢 業５ ８４

都谷川改修事業４９２

十夜ケ橋“８７５

取箇１４O

どんど焼８５O

とんぼつり８８７

7５３．７５５．７７０

般
項
目
索
引

○
六
○

ほ

法円寺７９７

法眼寺７９５

法翠寺７８３

宝蔵寺７９９

宝林寺７７６

鳳林寺７９１

本将寺(安西守）774.777

方言９０４

方言集９０６

奉公８４５

砲術９５４

棒術９５３

防 風 林 ４ ６

保育所３３０

保健衛生３５１

母子福祉３３６

母子保健推進員３６０

捕認術９５３

ほ乳類４７

ほのぎ８１４

盆８５５

Ｊ，

兵学９５６．

くつじょたい８３４

グ、 や８１８．８３９

ぺんとごおり８３６

な

一長浜あらし４６

○長浜銀行６３７

語長浜新湊図'9’
長浜波戸栂築１９０

梨 棚式水系９

名つけ８６２

七日正月８５０

なわとび８８５



明 倫 堂 扇 額

免

面積

！明治時代と神社

明治時代の寺院

名所旧跡

名物名産

名誉市民

明 倫 堂

盆踊り８５６．８９４

本朝通鐙６８４

本途物成収納高１３９

般 ま

胃馬子歌892
索まごとろ銀行３４２
引正信烏坂地区分

随３０５

まじない８６９

松山城在番１２１

丸危城在番１２２

慢性伝染病３５６

み

巳午８６６

御荷鉾塩基性岩

帯 ２ ４

道歌８９２

南久米小学校７１４

南久米中学校７１９

南筋１４１

南隅相２４２．２４４

身分関係８１９

宮相撲８５８

宮参り８６２

三善小学校７１７

三善中学校７２１

民間信仰８６７

民生(児童)委員３３８

民謡８８８

民話８７１

む

麦打ち歌(麦たたき画889

麦と雑穀５０８

麦類生産の推移５０９

虫送り８６７

虫送り歌８９３

無尽８２２

六つ鹿踊り８９３

無土器時代７１

ｔｒねあげ８９３

－村替１８７

臭村方生活規制'72．'７５
一村上市長時代２９８

村芝居８６０

村名替１７４

め

明治以後の画家９２５

680

も

木材供出６０２

物成１２５

籾すり歌８８９

木綿ひき歌８９０

桃の節句８５１

森永市長時代２９７

もやい８４４

755

777

984

989

305

678.680．６８２．

６８３．６８９．６９０．

695

916

132

５

れ

畷層２６ ． ２ ９

歴代町村長280～

ろ
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老人クラブ３３５

老人相陵員３３５

老人福祉３３４

労働歌８８８

浪人召抱一覧１２７

労働問題４５６

わ

和歌９３４

わかれ８ １８

若連中８０３

腔坂氏の領政１１２

和牛５１２

業歌８９０

綿幅子８２８

わらべ歌８８１

悪ロ歌８８６

よ

八日ぶき８３４

蕪芸９２６

養麹５１４

誕獲老人ホーム３３４

養蚕５１４

養蚕歌８９２

饗蚕業２４４

養蚕協業経営５６３

養蚕収繭丑５１５

養蚕統計５１７

昼蚕の推移５１７

養豚５１４

陽明学６７３．６７９

６８７

陽明全集６７３

横目２１６

予州安西往生記１３４

予州大洲好人録１４４

予章記師

よそいき８２７

四つ渡し２５７

米津城７７４

米津城の戦９８

米津三島神社750.755

夜回り勤務心得３９０

や

矢落川改修工率４９２

やがまえ８３７

約束の歌８８７

厄払い８６５

野・菜５１０

野菜生産額５１０

八坂神社７５４

暴興の領政１１９

柳沢小学校７１６

柳沢騒動８１３

柳沢中学校７２０

柳沢三島神社753.755.770

柳瀬焼９２６

矢野文害９４

やぷ入り８５０

山口神社７５３．７５５．７７０

弥生式時代７２

弥生式土器遺跡７３

八幡浜信用金庫

大洲支店６４５
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蘭学睡国家）

立春８５１

側王城攻暑９９

偲鍋９００

両替屋６３４

竜RHi山曹渓院７８４

利用施設５４０

両生類５１

緑 色 片 岩 帯 ２ ６

林業５９８

林業経営６００

林産物６０４

林逝の近代化６０５

林 逝 の 新 設 ６ ０ ５

林野面積５９８


